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IC異文化コーチング（株）
大学生向けの就職活動サポートサービス
講演・ワークショップのご案内（2010年度）
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講演題目
：
多国籍企業における異文化能力
対象

：
低学年（一般教養）・外資系就職希望者
狙い（目的）：

· 異文化コミュニケーションの落とし穴と難点を知る
· 価値観の差異を乗り越えるための能力と心得
· 日本文化の理解とその発信能力の開発

講演題目
：
海外で働くための異文化コミュニケーションスキル
対象

：
低学年（一般教養）・海外赴任・派遣・留学の対象者
狙い（目的）：

· 異文化コミュニケーションの基本を知る
· カルチャーショックとは何か？
· 異文化適応の仕組みと問われる精神力

講演題目
：
企業が求めるコミュニケーション能力（異文化の観点から）
対象

：
低学年（一般教養）・3年生・内定決定者
狙い（目的）：

· 日本人特有のコミュニケーションスタイルとは？
· 上司、先輩とのコミュニケーション（異文化）
· 価値観の共有・企業文化への適応・文化の創造

講演題目
：
企業が求めるコミュニケーション能力（コーチングの観点から）
対象

：
低学年（一般教養）・3年生・内定決定者
狙い（目的）：

· コミュニケーションス能力とは？（適切性・効果性）
· 聴く能力（傾聴）・設問能力
· 目標を持つこと・自己管理・自己啓発能力
講演題目
：
コソボ紛争・一等兵の戦闘経験とリーダーシップ
対象

：
低学年（一般教養）・内定決定者
狙い（目的）：

· 国際理解・紛争の現実を知ること
· 極限の中でのリーダーシップ発揮（兵法リーダーシップ）
· ストレス・リスクの管理

講演題目
：
ドイツの就職事情・ドイツ企業の特徴
対象

：
低学年（一般教養）
狙い（目的）：

· 国際理解力の向上
· ドイツについての知識（理解）
· 日独比較から、日本の文化の再発見

講演題目
：
多国籍企業における意思決定　（異文化ファシリテーション）
対象

：
低学年（一般教養）・多国籍企業への就職希望者
狙い（目的）：

· 日本文化における会議・意思決定のやり方と特徴
· 欧米系企業・韓国＆中国の企業との違い
· 異文化ファシリテーションの必要性と運営

講演題目
：
道を自力で切り拓く（言葉と文化を越えて・・・）
対象

：
低学年（一般教養）・内定決定者
狙い（目的）：

· 批判する能力、自己・状況分析能力の育成
· 行動を起こす人・行動を起こせない人の行動パターン
· 目標設定から達成までの道のり
講演題目
：
営業に必要な異文化コミュニケーション能力
対象

：
低学年（一般教養）・内定決定者（仕事の意欲とスキルを高めるため）
狙い（目的）：

· 消費者（顧客）とセールスパーソンの異文化（差異に気づく）
· 説得型vs.提案型営業についての理解
· 営業に求められるコミュニケーションスキル（モノ・ヒト・技）


講演題目
：
女性のためのビジネスコミュニケーション（男女の異文化）
対象

：
女性向け→低学年（一般教養）・内定決定者
狙い（目的）：

· 女性のリーダーとしてのコミュニケーションスキル開発
· 男性のコミュニケーションの特徴？
· 女性のコミュニケーションの特徴？
講演題目
：
職場における精神病（うつ）対策
対象

：
低学年（一般教養）・内定決定者
狙い（目的）：

· うつ病について知ること
· ストレス管理・アレスメント対策
· 健全な職場作り→コミュニケーションと人間関係
ワークシップ・プログラム
人数：5～50人
→　参加型・体験型ワークショップ・模擬体験
人数：50～

→　グループワーク・研修形式
概要：
　導入（説明）→　課題（ワーク）→　プレゼンテーション　→　振り返り　→　まとめ

ワークショップ題目
：
FACE異文化コーチングモデルの応用
（異文化コーチング・ファシリテーション）
対象


：
低学年（一般教養）・内定決定者
狙い（目的）

：

· 自分の文化的価値観･常識等を明確にし、相手に発信する
· 文化的差異に気づき・客観的にそれらを言語化し共有化する
· 異文化理解・文化の創造の体験
· 多様性を活かし、異文化のストレスを効果的に管理し、創造性を生み出す

ワークショップ題目
：
多国籍企業におけるビジネス体験（模擬体験）
（日本語版）
対象


：
低学年（一般教養）・内定決定者
狙い（目的）

：

· 文化的価値観の相違を乗り越えての意思決定
· 男女・出身地・国籍の様々な異文化を再現、再発見する
· 実践型のコミュニケーションスキルを自力で見つけ出す
· 問題解決策の発見のプレゼンテーション

ワークショップ題目
：
多国籍企業におけるビジネス体験（模擬体験）
（英会話版版）
対象


：
低学年（一般教養）・内定決定者
狙い（目的）

：

· 英語による会議・プレゼンテーション
· 出される課題の解決策・意思決定
· 異文化の壁と多様性の可能性を実感
· 実践的な英語コミュニケーション能力の向上（工夫と応用）


　
AITE　　　
異文化トレーニング・教育学会（代表） 
SIETAR

異文化コミュニケーション学会（会員）
　
RICS 

立教異文化コミュニケーション学会（会員）
　
ACIC

異文化コミュニケーション＆コーチング研究会（会員）


資格：


· 財）生涯学習開発財団認定コーチ 
· TOEIC　950点
· 日本語能力試験１級 
· 学士（コミュニケーション学・言語学）
· 修士（異文化コミュニケーション学）
プロファイル：

氏名

：
ケンパー　（Kämper、苗字）マティアス（Matthias、名前）

出身

：
ドイツ、バイエルン州、バンベルク市

生年月日
：
1979年12月3日　

来日

：
2002年

プライベート
：
韓国釜山出身の妻と国際結婚

ネットワーク
：
国際ロータリークラブ（元米山奨学生）、日独韓の複数の政府系・
企業系の勉強会・学会

簡易経歴：
2000年
：
ドイツの陸軍に入隊。後に特殊海外派遣部隊の一等兵に昇格。

2001年
：
コソボやマケドニアに派遣され、GeCon　KFOR（NATO）に参加。
当時、初めて部下を率いる立場になり、戦闘を経験。帰国後海外派遣部隊の訓練担当として勤め、無事に任務を完了。

2002年
：
日本留学を決意し、1年半翰林（カンリン）日本語学院にて日本語
を習得。
同年PFU（富士通）に翻訳者として入社。マニュアル及びソフトの日英独翻訳・制作を担当。

2003年
：
からドイツ語の教師として勤める（個人レッスン、ロビン英会話、
TOKYU文化セミナー青葉台）。
同年から異文化間コミュニケーションの研究を本格化し、はじめて外国人を主な対象にコーチング活動を開始。 


2007年
：
IC異文化コーチング株式会社を設立、代表取締役として就任。
CTP（コーチング育成プログラム）を受講し、コーチ認定資格を取得。
日本で日本人を対象にコーチング・カウンセリングを行う第一号の認
定コーチとなる。

2008年
：
立教大学大学院の博士課程に入学、異文化コミュニケーションの研究




を本格化・修士号取得。




韓国における異文化コンサルティング事業を発動。
2009年
：
AITE　異文化トレーニング・教育学会を設立、代表として就任。



韓国南部の晋州市の国際能力開発推進プロジェクトの企画と実施を
担当。
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